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        No. 2581
2022 年 4 月 11 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
ロ
シ
ア
軍
が
撤
退

後
、
ブ
チ
ャ
で
多
数
の
民

間
人
の
遺
体
が
見
つ
か
っ

た
。
犠
牲
者
の
９
割
が
銃

殺
と
の
こ
と
」「
５
日
、ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
国
連
安
保
理

の
緊
急
会
合
に
参
加
。
ロ

シ
ア
の
行
為
を
第
２
次
世

界
大
戦
後
、
最
悪
の
戦
争

犯
罪
と
非
難
し
た
」「
７

日
、
国
連
総
会
が
ロ
シ
ア

の
国
連
人
権
理
事
会
理
事

国
の
資
格
を
停
止
す
る
決

議
を
採
択
し
た
」「
８
日
、

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東

部
で
駅
を
攻
撃
。
50
人
以

上
が
死
亡
。
駅
に
は
避
難

す
る
民
間
人
が
多
数
い
た

と
の
こ
と
。
残
酷
だ
」「
８

日
、
日
本
政
府
が
ロ
シ
ア

へ
の
追
加
制
裁
措
置
と
し

て
駐
日
大
使
館
の
外
交
官

ら
８
人
の
国
外
追
放
を
発

表
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
８
日
、国
内
の
新
た
な
感

染
者
は
５
万
１
９
５
３
人
。

前
週
同
曜
日
比
で

２
６
９
２
人
増
え
た
」「
東

京
の
新
た
な
感
染
者
は

８
１
１
２
人
。
前
週
同
曜

日
か
ら
１
３
０
人
増
え

た
」「
８
日
、宮
崎
や
秋
田

　

岸
田
政
権
が
検
討
し
て

い
る
「
敵
基
地
攻
撃
」
に

は
、
新
し
い
重
大
な
危
険

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
「
敵
基
地
攻
撃
」
は
、専

守
防
衛
を
建
前
と
す
る
自

日
本
が
戦
争
に
加
わ
る
重
大
な
危
険

安
保
法
制
下
の
敵
基
地
攻
撃
能
力

　

     　
日
本
共
産
党  

志
位
委
員
長
が
指
摘

衛
隊
を
前
提
と
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ま
議

論
し
て
い
る
「
敵
基
地
攻

撃
」
は
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
可
能
に
す
る
安
保

法
制
の
も
と
で
の
「
敵
基

地
攻
撃
」
だ
か
ら
で
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
「
安
保
法
制
と
は
、

『
存
立
危
機
事
態
』だ
と
認

定
す
れ
ば
、
日
本
に
対
す

る
武
力
攻
撃
が
な
く
て
も
、

戦
争
を
始
め
た
ア
メ
リ
カ

を
助
け
る
た
め
に
、
集
団

だ
」と
指
摘
。「
安
保
法
制

を
発
動
し
、
相
手
国
の
領

空
に
入
っ
て
爆
弾
を
落
と

す
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ

は
先
制
攻
撃
に
な
っ
て
い

く
。
こ
れ
は
プ
ー
チ
ン
大

統
領
が
や
っ
て
い
る
こ
と

と
同
じ
戦
争
行
為
で
、
憲

法
９
条
と
は
絶
対
に
両
立

し
な
い
議
論
で
す
」
と
批

判
。
そ
の
上
で
「
憲
法
９

条
を
生
か
し
た
平
和
外
交

に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
を
平

和
と
協
力
の
地
域
に
し
て

い
く
外
交
戦
略
を
訴
え
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

消
費
税
を
５
％
に

　

な
く
す
会
が
巣
鴨
で
宣
伝

　

消
費
税
を
な
く
す
全
国

の
会
と
東
京
の
会
は
、
消

費
税
導
入
か
ら
33
年
に
な

る
１
日
、
東
京
・
巣
鴨
駅

前
で「
消
費
税
を
５
％
に
」

「
イ
ン
ボ
イ
ス
の
制
度
実

施
中
止
」と
訴
え
る
署
名
・

宜
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
会
の
前
沢
淑
子

事
務
局
長
は
、
消
費
税
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
33
年
間

で
一
人
当
た
り
３
５
０
万

円
を
納
め
て
い
る
と
指
摘
。

「
消
費
税
ほ
ど
逆
進
性
が

強
く
不
公
平
な
税
制
は
な

い
。
消
費
税
減
税
を
野
党

の
共
通
政
策
に
位
置
付
け

さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。

国会前
響く「侵略ノー」「9条改憲ノー」

（4 月３日）

的
自
衛
権
を
行
使
し
て
武

力
行
使
が
で
き
る
仕
掛
け
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

な
ど
７
県
が
過
去
最
多
を

更
新
し
て
い
る
」「
尾
身
会

長
が
感
染
の
急
上
昇
へ
の

懸
念
を
示
し
、
若
い
世
代

へ
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
呼
び
か
け
た
」「
沖
縄

県
で
は
新
規
感
染
者
が
連

日
千
人
を
超
え
て
い
る
。

７
日
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事

が
第
７
波
に
突
入
し
た
と

認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

危
機
感
を
示
し
た
」「
７

日
、
厚
労
省
の
専
門
家
会

議
が
全
て
の
年
代
で
感
染

が
増
加
に
転
じ
、10
代
、20

代
の
増
加
が
顕
著
と
分
析

し
た
」「
６
日
、
政
府
が

米
・
英
・
仏
な
ど
１
０
８

カ
国
の
入
国
拒
否
措
置
の

解
除
を
決
め
た
。
第
７
波

が
懸
念
さ
れ
る
な
か
大
丈

夫
な
の
か
？
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
メ
ト
ロ
が
来
春
か

ら
全
線
の
運
賃
値
上
げ
を

「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
中
止
は

２
日
、
３
日
の
楽
天
対
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
戦
に
続
き
２

例
目
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
開
幕
。「
８
日
、

大
谷
翔
平
投
手
が
ア
ス
ト

ロ
ズ
と
の
開
幕
戦
に
１

番
・
投
手
兼
Ｄ
Ｈ
で
出
場
。

５
年
目
で
初
の
開
幕
投
手

だ
」「
５
回
途
中
、９
奪
三

振
１
失
点
と
好
投
も
味
方

打
線
が
振
る
わ
ず
敗
戦
投

手
に
な
っ
た
」「
先
発
投
手

兼
Ｄ
Ｈ
で
の
出
場
を
可
能

と
さ
せ
る〝
大
谷
ル
ー
ル
〟

が
導
入
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
武
蔵
野
市
役
所
周
辺

や
通
研
周
辺
の
桜
並
木
は

　

サ
ッ
カ
ー
の
W
杯
出
場

決
定
報
告
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

吉
田
麻
也
主
将
が
「
世
界

で
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
誰
よ

り
も
理
解
し
て
い
る
国
と

し
て
、
僕
た
ち
日
本
人
が

も
っ
と
声
を
大
き
く
し
て

世
界
に
訴
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
発
言
、

嬉
し
か
っ
た
。

　

森
安
監
督
は
長
崎
出
身

で
、
ロ
シ
ア
侵
略
開
始
時

に
武
力
行
使
を
批
判
し
て

お
り
、
選
手
達
に
自
身
で

平
和
訴
え
た
サ
ッ
カ
ー

W
杯
主
将
に
好
感

考
え
行
動
を
求
め
、
試
合

中
だ
け
で
な
く
社
会
を
考

え
発
言
で
き
る
力
量
を
求

め
て
き
た
と
言
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
）

見
ご
ろ
を
終
え
、
薄
い
緑

の
葉
が
目
立
ち
始
め
た
」

「
清
掃
の
人
達
が
道
路
に

散
っ
た
花
び
ら
を
掻
き
集

め
て
い
た
」「
今
年
は
桜
が

長
持
ち
し
た
。
風
は
余
り

強
く
な
く
、
弱
い
雨
だ
っ

た
」

　武蔵野の空襲と戦争遺跡を
　記録する会

ロシア軍によるウクライナ武
力侵攻に対する抗議声明
　　　　　（3 月 30 日）

　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
武
力
侵
攻
は
、
主

権
国
家
に
対
す
る
侵
略
で

あ
り
、
国
際
法
違
反
行
為

で
す
。
特
に
民
間
人
に
対

す
る
無
差
別
攻
撃
と
人
々

の
生
活
の
場
で
あ
り
誇
り

で
も
あ
る
歴
史
的
文
化
的

な
街
並
や
建
造
物
を
破
壊

す
る
蛮
行
、
さ
ら
に
原
発

へ
の
攻
撃
は
す
べ
て
国
際

人
道
法
に
反
し
て
お
り
、

強
い
憤
り
を
感
じ
る
と
共

に
、
国
際
社
会
に
背
を
向

け
た
戦
争
犯
罪
行
為
と
し

て
こ
れ
に
強
く
抗
議
し
ま

す
。

　

私
た
ち
武
蔵
野
の
空
襲

と
戦
争
遺
跡
を
記
録
す
る

会
は
、
２
０
０
２
年
の
結

成
以
来
、
身
近
な
地
域
の

戦
争
遺
跡
や
戦
争
体
験
を

記
録
し
、
広
げ
る
活
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
戦
後

80
年
近
く
の
時
が
経
と
う

と
も
、
戦
争
の
も
た
ら
し

た
傷
跡
は
決
し
て
癒
え
る

こ
と
は
な
く
、
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
空
爆

に
心
を
傷
め
て
い
ま
す
。

再
び
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り

返
さ
ず
、
世
界
と
日
本
の

平
和
を
願
う
立
場
か
ら
、

ロ
シ
ア
政
府
に
強
く
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
た
だ
ち

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退

し
、
停
戦
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。
ま
た
、
各
国
政

府
に
は
、
外
交
的
努
力
を

尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

３
月
27
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
日
曜
討
論
」は
林
外
相
と

国
際
政
治
の
専
門
家
に
よ

る
討
論
。
東
野
篤
子
筑
波

大
准
教
授
は
、
中
ロ
な
ど

を
念
頭
に
、
長
期
の
展
望

と
し
て
、「
現
状
変
更
を
し

よ
う
と
す
る
ア
ク
タ
ー
を

国
際
政
治
の
専
門
家

中
国
含
む
対
話
の
枠
組
み
を
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で

包
摂
し
た
中
で
、
無
理
や

り
に
で
も
対
話
を
続
け
る

シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に

つ
く
る
か

－

日
本
は
知
恵

を
絞
る
べ
き
だ
」
と
提
起
。

藤
原
帰
一
東
大
教
授
は

「
東
ア
ジ
ア
で
の
最
大
の

問
題
は
中
国
を
含
む
国
際

関
係
を
打
ち
出
せ
な
い
こ

と
」
に
あ
る
と
し
、
対
話

の
枠
組
み
形
成
の
重
要
性

を
示
唆
し
ま
し
た
。

　

藤
原
氏
は
さ
ら
に
、
日

本
国
憲
法
前
文
の
平
和
と

人
権
尊
重
の
原
則
は
、
国

家
間
の
論
理
だ
け
で
は
な

く
国
際
社
会
を
包
摂
す
る

も
の
と
述
べ
、「
力
の
論

理
」
で
は
な
い
憲
法
前
文

の
原
則
を
い
か
し
た
国
際

社
会
へ
の
貢
献
を
強
調
し

ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
日
米

ロ
、
北
朝
鮮
を
含
む
、
紛

争
の
平
和
解
決
、
対
話
と

協
力
の
枠
組
み
を
つ
く
る

北
東
ア
ジ
ア
平
和
協
力
構

想
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

専
門
家
た
ち
の
提
起
は
こ

れ
と
共
鳴
す
る
も
の
で
す
。

発
表
。
値
上
げ
料
金
は
10

円
程
度
と
の
こ
と
」「
国
交

省
が
創
設
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
費
用
を
運
賃
に

上
乗
せ
で
き
る
制
度
を
活

用
す
る
よ
う
だ
」「
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
来
年
３
月
、
特
定

区
間
で
10
円
値
上
げ
を
既

に
国
交
省
に
申
請
し
て
い

る
」「
運
賃
は
影
響
が
大
き

い
。
消
費
税
を
下
げ
て
も

ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
セ
・
パ
共

に
若
手
選
手
の
活
躍
が
目

立
つ
」「
首
位
と
最
下
位
球

団
の
ゲ
ー
ム
差
が
開
幕
前

の
予
想
よ
り
ひ
ら
い
た
」

「
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
で
選
手
を
含

む
11
人
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
。
７
日
の
阪
神

戦
、
８
日
か
ら
の
中
日
３

連
戦
が
中
止
に
な
っ
た
」


